
４月３日(水)18時から、三浦半島地域連合『多聞善塾』をヴェルクよこすか６階ホールにて 102

名参加のもと開催しました。 

今回は昨年４月の統一地方選挙で三浦半島地域連合が推薦し、見事に当

選を果たしました、神奈川県議会議員３名から県議会報告をして頂きまし

た。 

冒頭及川議長と連合神奈川阿部事務局長から政治の大切さや、20 年前

に多聞善塾がはじまった経緯などの挨拶がありました。 

その後、多くの市議会議員・町議会議員からも一言ご挨拶を頂き、県と

市町の連携の重要性を訴える方が多くいました。 

多聞善塾のトップは

三浦半島地域連合議員

団で会長をつとめてい

ます、近藤だいすけ（逗

子・葉山選出）氏から、

①能登半島地震を受け

た三浦半島地震対策の

強化について、②三浦半

島で顕在化する海の砂

漠化「磯焼け」について

の発表を受けました。 

２番目に飯野まさた

け（鎌倉選出）氏からは訪問系介護サービスの市町村支援制度や議員とし

ての取り組み姿勢などの発表を受けました。 

最後は、昨年４月に初当選を果たしました、永井まさと（横須賀選出）

氏からは、三浦半島を中心とした主な施策、運輸部門に関する予算、一般

質問についてなどの発表を受けました。 

最後は今井議長代行から、労使交渉だけでは、安心して暮らせる街づく

りは出来ないことから、議員団との連携を強化し、４月からスタートした『2025年度に向けた政策・

制度要求と提言』の充実につなげてもらいたいとの閉会挨拶で、多聞善塾を終了しました。 

林連合神奈川会長来賓挨拶 


